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　第２回神戸アニマルケア国際会議 2012 の開催、誠におめ
でとうございます。主催者である社団法人日本獣医師会様並
びに公益社団法人 Knots 様には、本国際会議のご成功を心よ
り祈念申し上げます。

　今年は動物愛護管理法の改正の年に当たりますが、2011
年 3月 11 日の東日本大震災でも人間の場合は亡くなられた
方々や行方不明の方々の人数は把握出来ておりましたが、残
念ながら動物の場合には、正確な被災動物の数を誰も確認で
きないという状況でした。

　真の動物愛護並びに人と動物の共生を推進するには、動物、
特に伴侶動物（犬、猫、うさぎ、馬）は少なくとも戸籍を作
るべきではないかと考えております。伴侶動物を迎え入れた
時、亡くなった時は人間同様、報告義務を課すことが動物の
殺処分を激減させることになり、人間も責任を持って動物を
生涯に渡ってケアすることにつながると確信しております。
　当協会もペットとの共生の素晴らしさを伝達するために
「笑顔あふれるペットとの幸せな暮らし」というポスターと
小冊子の改訂版を 2011 年 8 月に作成しました。この小冊
子では犬や猫だけでなく小鳥、小動物、観賞魚まで幅広く広
げて「ペットが運ぶ心と体の健康」を広く国民に発信する

内容で当協会が主催したペット国際見本市「インターペット」
での配布を始め数多くのイベント等で配布する啓発啓蒙活動
を行っております。また、昨年 11月よりスタートした「ペッ
トフード /ペットマナー検定」では公式テキスト本を発刊し、
「ペットフードの基礎知識」だけでなく動物と暮らす責任と
して、「動物との付き合い方」や「動物が人の心身の健康に
与える効用」をご紹介しております。
　また、当協会では、阪神・淡路大震災、東日本大震災で被
災したペットを助けるべく、ペットフードを提供いたしまし
た。因みに、2011 年３月 11 日の東日本大震災では会員社
の協力のもとペットフードの支援（13,000 頭を超えるペッ
トの１年間分の給与量にあたる 296 トン）を緊急災害時動
物救援本部を通じで継続して活動しております。当協会が昨
年８月に主催したインターペットでの義援金を始め会員社か
らも義援金を寄付して動物の救済に少しでもお役に立てれば
と考えております。
　当協会としては人と動物の未来のために開催される、こ
の国際会議の目的にそった活動を今後も継続すると共に、
協力させて頂く所存でございます。今回の第２回神戸アニ
マルケア国際会議を通じて、幸せな人と動物の共生がさら
に前進して皆様に広くご理解いただけることを心より祈念
しております。
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